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平成２５年度 教育委員会の重点目標達成状況報告書 

＜総括説明＞ 
 ７項目の重点目標を定め、教育委員会一体となり目標達成に向け努めてきた結
果、達成項目は４項目、一部達成が３項目となった。「教育県長崎」の確立を目
指した取組を着実に実施しており、一部達成の項目についても、一定の効果は実
現できていることから、概ね達成できたものと考えている。 
この達成状況を踏まえつつ、今後も引き続き、長崎県教育方針及び第二期長崎

県教育振興基本計画に則り、市町教育委員会や関係機関等との連携・協力のも
と、自らの人生と郷土や国家の未来を切り拓き、変化の激しい国際社会で活躍で
きる人材を育成するための各種施策に取り組んでいく。 

 

番号 項 目 具体的な目標（達成水準） 

1 

○信頼される学校づくりの推進 ○不祥事防止対策の推進 
・服務規律月間における、自主的な取
組を行った学校の割合  

１００．０％ 
○県内公立小・中学校における学校関
係者評価（外部評価）の実施率       
１００．０％ 

達成状況の区分：一部達成した ＜今後の課題＞ 

＜達成状況＞ 
○不祥事防止対策の推進 

・服務規律月間において、自主的
な取組を行った学校の割合 
             １００．０％ 
 
○県内公立小・中学校における学
校関係者評価（外部評価）の実施
率       ９８．７％ 
  
・未実施の学校は、学校支援会議
等で、学校関係者評価と同等の評
価を行っている。 
 
 

 
○不祥事対策の推進については、今後

も引き続き取り組んでいく。 
 
 
 
○本年度は学校関係者評価につなげる
よう市町教委を通じて、「学校関係者
評価」未実施校に、その実施方法や意
義等を再確認していく。 
 
 
 

2 

○学力向上対策の推進 ○ 全国学力・学習状況調査の結果が
全国平均を上回る調査項目数   
          ５／８項目 

達成状況の区分：達成できなかった ＜今後の課題＞ 

＜達成状況＞    
・平成２４年度までは、中学校の
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番号 項 目 具体的な目標（達成水準） 

４項目において上回っていたが、

平成２５年度は、全国平均を全て
の項目で下回っている。 

０／８項目 
 
小学校では「記述する力」、中学

校では、「基礎的な学習内容」が身
に付いていないことが考えられる。 
 
 

・達成できなかった原因を踏まえ、県

学力調査を実施し、全国学力・学習状
況調査と連動させながら、確かな結果
分析に基づく体系的・総合的な学力向
上対策を推進していく。 
 

○職業教育の推進 ○新規公立高等学校卒業者の県内就職
率（県内就職希望者に対する県内就職
者の割合）が、総合計画における最終

目標値  （９３％）を上回る 

達成状況の区分：達成した ＜今後の課題＞ 

＜達成状況＞ 

・新規公立高等学校卒業者の平成 
２６年３月末現在の県内就職率 

９８．０％ 
 
 
 
 
 
 

 

・引き続き、キャリアサポートスタッ
フによる県内企業の開拓や情報収集を
おこない、県内すべての学校に県内企
業の魅力や情報を発信していく。ま
た、新たな取組として、保護者対象の
県内企業見学会を実施し、県内就職希
望者の割合を増やす。 
 
 

○国際化に対応した教育の推進 ○小学校低学年からの英語活動に向け
て取組を行う市町の割合 
                ７０．０％ 

 
○語学を活かした進学又は就職を希望
する生徒の割合 
（「長崎発」グローバル人材育成支援
事業参加生徒における割合） 
                ９０．０％ 

達成状況の区分：一部達成した ＜今後の課題＞ 

＜達成状況＞ 

・小学校低学年からの英語活動に
向けて取組を行う市町の割合 
         ７６．２％ 
 
国の方針等を踏まえ、各市町で

は教育課程特例校の検討や、学校
における低・中学年からの英語活

 

・文部科学省の方針等を踏まえ、市町
教育委員会への啓発を行う。 
 
・語学を生かした進路選択に対する生
徒の意識向上を図るため、語学力を高
めグローバルな視野を育てる活動を更
に充実させる。 
 

2 

 

 

 

 3 
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番号 項 目 具体的な目標（達成水準） 

動を推進するなどしたりしてい

る。 
 
・語学を活かした進学又は就職を
希望する生徒の割合（「長崎発」
グローバル人材育成支援事業参加
生徒における割合） ８９．７％ 
 
目標値９０％に対して、ほぼ達

成しているものの、参加生徒の多
くが高校 1年生であったため、進
路希望がまだ明確に定まっていな
い生徒もおり、目標が達成できな

かった。 
 
 

 

 
 
 

○特別支援教育の推進 ○県内公立幼・小・中・高等学校にお

ける「個別の教育支援計画」の作成率    
７０．０％ 

達成状況の区分：達成した ＜今後の課題＞ 

＜達成状況＞ 
・平成２５年度特別支援教育体制
整備状況調査（平成２５年９月１
日現在） 
・県内公立幼･小･中･高等学校にお 

ける個別の教育支援計画作成状況 
 ・全体の作成率   ７１．２％ 

幼稚園の作成率  ７８．６％ 

    小学校の作成率  ８８．０％ 
    中学校の作成率  ７９．８％ 
    高等学校の作成率 ４７．４％ 
 
 

 
・幼稚園等から小学校への円滑な就学
や、小学校から中学校、中学校から高
等学校への継続した指導・支援の充実
を図るため、個別の教育支援計画を作

成・活用した支援の充実及び学校間の
引継ぎや連携を推進する。 
・個別の教育支援計画の作成の意義や

具体的な作成方法等の研修を実施し、
作成率の向上を図る。 
 

3 

○ふるさと教育の推進 
 
 
 

 
 

○郷土長崎県への理解と愛情のある児
童生徒の割合 
近所の人に挨拶をしている児童生徒
の割合  ９５．０％ 

地域の行事に参加している児童生徒
の割合  ６５．０％ 

達成状況の区分：達成できなかった ＜今後の課題＞ 

＜達成状況＞ 
・近所の人に挨拶をしている児童
生徒の割合     ９３．８％ 
 

 
・挨拶については、「あいさつやマナ
ーの向上」の取組を重点的に推進す
る。 

2 

 

 

 

 3 
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番号 項 目 具体的な目標（達成水準） 

学校教育活動全般において取り

組んでおり、前年度から９割を超
える達成状況で、ほとんどの児童
生徒が挨拶はできているが、目標
は達成できなかった。 
 
・地域の行事に参加している児童
生徒の割合     ５４．５％ 
 
中学生は、小学生に比べ、土・

日に部活動へ参加すること等から
中学生の参加率が低いため、目標
が達成できなかった。 

 
両目標については、目標値の達

成には至っていないが、全国平均
(挨拶８９．５％ 行事５２．８％)
を上回っていること、前年度（挨
拶９２．６％・行事５４．１％）
の割合よりも高くなっていること
から成果は表れている。 
 

 

・子どもの発達段階や生活実態に応じ

た行事内容や参加形態を工夫するとと
もに、各種行事の情報が確実に家庭に
届くよう周知方法を工夫する 
 

○子どもの読書活動の推進 ○公立小・中・高等学校の児童生徒の
１か月の読書量 

【小】１２．０冊  
【中】 ７．０冊  
【高】 ４．０冊 

達成状況の区分：一部達成した ＜今後の課題＞ 

＜達成状況＞ 
・１か月の読書量 
小学生 １２．９冊 
中学生  ５．５冊 
高校生   ４．０冊 
中学生においてはインターネッ

トの使用などメディアに触れる時
間の増加などの理由により目標値

を達成することができなかった
が、全国平均の４．１冊を上回る
数値となっている。 

 
・小学生、高校生は目標を達成したが
中学生は達成できなかった。平成２６
年１月に策定した第三次長崎県子ども
読書活動推進計画に基づき、中学生の
読書活動がより活性化するような働き
かけを検討し、事業に取組む。 
 

 
 
 

 

3 

 

 

 3 
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番号 項 目 具体的な目標（達成水準） 

○豊かな心と志をもってたくまし

く生きる力の育成 

○夢やあこがれを実現するために努力

している中学生の割合  
６０．０％ 

達成状況の区分：達成した ＜今後の課題＞ 

＜達成状況＞             
・夢やあこがれを実現するために
努力している中学生の割合 

 ７０．４％ 
 
平成２１年度から「夢・憧れ・

志」を育む事業を実施し、各学校
では全ての教育活動において「人

との出会い」を重視した教育活動
の取組が実践されている。  
 
 

 
 
・今後は、「夢・憧れ・志」育成プロ
ジェクトにより、産学官や学校・家
庭・地域の連携を強化し、社会全体で
子どもたちの「夢・憧れ・志」を育ん
でいく体制を構築していく。 
 

○学校体育・スポーツの推進 ○全国体力・運動能力、運動習慣等調
査において、児童生徒が「体育の授業
で運動やスポーツが今までよりもでき
るようになった」と回答する割合  
９３．０％ 

達成状況の区分：達成できなかった ＜今後の課題＞ 

＜達成状況＞ 
・全国体力・運動能力、運動習慣

等調査における回答 ８９．７％ 
 
子どもの体力向上が盛り込まれ

た学習指導要領の改訂が行われた
が、改訂の趣旨の浸透・定着が遅
れており、その内容の理解度が低
いためと考えられる。 
 
 

・体育担当者会、市町体育担当主事
会、指導力向上セミナーなどの研修等

の充実により、指導力の向上を図る。 
・子どもたちが意欲的に運動に取り組
むよう、各学校における体力向上アク
ションプランの活用を促進する。 

4 

○安全・安心で快適な学校づくり
の推進 
 

 

○県立学校の非構造部材耐震化率 
 体育館・武道場の照明器具落下防止
対策  １００．０％  

達成状況の区分：達成した ＜今後の課題＞ 

＜達成状況＞ 
・体育館・武道場の照明器具落下
防止対策    １００．０％ 

 
・体育館等の大規模空間に設置されて
いる吊り天井落下防止対策を行う必要
がある。 

3 
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番号 項 目 具体的な目標（達成水準） 

5 

○学校・家庭・地域の連携による

子どもの育成 

○「学校支援会議」等における自らの

取組が、学校・家庭・地域の連携につ
ながっていると評価している小・中学
校区の割合 

９５．０％ 

達成状況の区分：達成した ＜今後の課題＞ 

＜達成状況＞ 
・「学校支援会議」等における自
らの取組が、学校・家庭・地域の
連携に役立っていると自己評価し
ている小・中学校区の割合 
９８．２％ 
 

 
・「大変役立っている」という評価は
全体の４割弱、中学校は３割弱に止ま
っており、今後はこの割合を５割程度
まで高めるため、取組内容の質的な高
まりと、多くの地域住民参加を得られ
ることが、課題である。 

 

6 

○生涯学習環境の整備 ○ ながさき県民大学の講座受講者数 
      ５２５，０００人 
 

達成状況の区分：達成した ＜今後の課題＞ 

＜達成状況＞ 
 
ながさき県民大学の講座受講者数 

 
５３４，６６７人 

・県内の市町、大学における講座は全
体的に減少傾向にある。現在の講座
数・延べ受講者数を維持していくため
には、毎年新規の講座登録を増加させ
ていく必要がある。 
 

7 

○文化芸術活動の推進 

 
 
 

○「２０１３ 長崎しおかぜ総文祭」

に参加した高校生及び一般観覧者等の
総数      
              １００，０００人 

達成状況の区分：達成した ＜今後の課題＞ 

＜達成状況＞ 
「２０１３ 長崎しおかぜ総文
祭」に参加した高校生及び一般観
覧者等の総数 １２８，３９７人 
 

・しおかぜ総文祭の成果を継承した取
組 

○競技力向上対策の推進 ○国体の天皇杯順位（総合順位） 
         １０位以内 

達成状況の区分：達成した ＜今後の課題＞ 

＜達成状況＞ 
・平成２５年東京国体では、２５
競技８５種目において入賞を果た
し、天皇杯得点１２１９．５点で
１０位となり、目標としていた
「１０位以内」を達成した。 

・平成２６年「長崎がんばらんば国
体」での天皇杯獲得に向けて、ジュニ
アから成年までの一貫した指導体制の
もと、引き続き「全競技種目の強化」
に取り組んでいく必要がある。 
 

 


